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●ロボットにおける複雑情報と行為分節について 囲吉 康夫 (ETL)
･可能世界､不確かさ､結合動的認識ネットワーク系 池上 高志 (東大総合)
●12月16日
･言語使用の類似性に基づく構造の発展 橋本 敬 (理化学研究所)
･日常会話の認知と論理 :グイ･ブッシュマンの事例から 菅原 和孝 (京大総合人間)
･発話産出における相互作用性 羽尻 公一郎 (ATR)
･生得性のダイナミクスと発達過程における変化 多賀 厳太郎 (東大総合)
･視覚系の発達過程に関するfMRI 小西 行郎 (福井医大)
･乳児の感覚運動機能の発達の言語習得への影響 正高 信男 (京大霊長研)
●12月17日
●力学系的見方を広げる試みについて :カオス的遍歴､ミルナ-アトラクター､
相互内部ダイナミクス､インターフェース生成､パラメータ化 金子 邦彦 (東大)
･無時間の思想 伊庭 幸人 (統数研)
●脳の様相と力学系 津田 一郎 (北大)
●複雑系の力学とクオリア 茂木 健一郎 (SonyCSL)
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